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■計画の期間 ： H22～H26（５箇年）

■計画策定主体： 静岡県

農山漁村地域整備計画 NO.3

静岡県森林整備農山漁村整備交付金計画

平成27年９月８日

Ｋ

・渓間工、山腹工及び森林整備を行い森林の公益的機能を高め、山地災害

の未然防止及び下流の漁場、農業用水施設への土砂流入を緩和する。

・林道等の路網整備を重点的に講じ、利用間伐による効率的かつ安定的な

森林経営の基盤づくりを推進し、継続的な森林整備を促進する。

計画の目標計画の目標

計画の概要
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計画の名称計画の名称

静岡県森林整備農山漁村整備交付金計画

事業期間事業期間

平成22年度～平成26年度（5年間）



Ｋ計画の成果目標
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区分 当初現況値 最終目標値 備考

① 治山事業 ０区域 １４５区域

② 森林整備事業（林道） ０区域 １１区域

③ 森林整備事業（造林） ０区域 ３区域

計 ０区域 １５９区域

山地災害防止機能等の確保・増進を図るため
の事業を１５９区域で実施

静岡県森林整備農山漁村整備交付金計画 H22～H26

＜定量的指標＞ 山地災害防止機能等が確保・増進された区域の創設＜定量的指標＞ 山地災害防止機能等が確保・増進された区域の創設

Ｋ

第２期重点計画（H20～H24）第２期重点計画（H20～H24）

静岡県社会資本整備重点計画における位置付け
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①治山事業 ②森林整備事業（林道） ③森林整備事業（造林）

静岡県
社会資本
整備重点
計画

分野名 安全・安心 活力・交流 環境・景観

目標名
土砂災害対策の推進 力強い農林水産業を支え

る基盤整備の推進
地球温暖化緩和策の推進

指標名
山地災害から保全される
危険地区数

林道等の整備により効率
的な森林施業等が可能と
なる森林面積

森林吸収量確保に向けた年
間森林整備面積

目標値 352地区 186千ha 10,800ha（毎年）



Ｋ

第３期重点計画（H25～H29）第３期重点計画（H25～H29）

静岡県社会資本整備重点計画における位置付け
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①治山事業 ②森林整備
事業(林道）

③森林整備
事業(造林)

静
岡
県
社
会
資
本
整
備
重
点
計
画

分
野
名

安全・安心 活力・交流 環境・景観

目
標
名

土砂災害に
強い基盤整
備

農林水産業の
新たな展開

温室効果ガス
排出削減の推
進

指
標
名

山地災害防
止施設の整
備率

林道等の整備
により効率的
な施業等が可
能となる森林
面積の割合

吸収源対策と
なる森林整備
面積

目
標
値

80.1％ 100％ 10,000ha/年

Ｋ①治山事業
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静岡県森林整備農山漁村整備交付金計画 H22～H26

治山事業の実施治山事業の実施
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●着手前 ●着手前

山地災害の未然防止を図るため、渓間工や山腹工を７７区域で整備

■予防治山事業：藤枝市瀬戸ノ谷（横沢） ■予防治山事業：静岡市清水区布沢（布沢）

●対策後●対策後

渓間工の施工事例渓間工の施工事例 山腹工の施工事例山腹工の施工事例



Ｋ①治山事業
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静岡県森林整備農山漁村整備交付金計画 H22～H26

漁場保全の森づくり事業（保安施設事業）の実施漁場保全の森づくり事業（保安施設事業）の実施
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●対策後

漁場の保全に資する事業を６８区域で実施

■写真 防災林造成事業：磐田市大中瀬

●着手前

■写真 保安林改良事業：静岡市葵区崩野

●着手前 ●対策後

防災林造成工事の施工事例防災林造成工事の施工事例

森林整備工事の施工事例森林整備工事の施工事例

Ｋ①治山事業
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静岡県森林整備農山漁村整備交付金計画 H22～H26
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事業実施状況事業実施状況

中部地区
２４区域

富士地区
９区域 東部地区

１９区域

賀茂地区
２３区域

中遠地区
２３区域

西部地区
２８区域

志太榛原地区
１９区域

・実施内容
治山ダム工 133基
山腹工 20.65ha
森林整備 1,168ha ほか

・山地災害の未然防止と地域の
安全・安心な生活環境の創出
に寄与

・漁場への土砂流出を緩和し、
漁場環境の保全に寄与

事業効果の発現状況事業効果の発現状況

区分 事業名 当初現況値 最終目標値 最終実績値

治山事業 治山事業 0区域 77区域 77区域

漁場保全の森づくり事業（保安施設事業） 0区域 68区域 68区域

計 0区域 145区域 145区域



Ｋ

林道の開設（新設）林道の開設（新設）

②森林整備事業（林道事業）
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■林道 大尾大日山線（周智郡森町嵯塚）

●着手前 (支障木伐採後） ●開設後

森林の公益的機能発揮のための「森林整備の促進」と「木材生産性の生

産性向上」による森林資源の循環利用の推進を目的に林道開設を実施

静岡県森林整備農山漁村整備交付金計画 H22～H26

Ｋ②森林整備事業（林道事業）
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・林道開設(9路線)11,089ｍ
改良(2路線）2箇所、舗装282ｍを整備。

事業の実施状況事業の実施状況

・事業実施路線の利用区域内で約730haの森林整備が実施された。

林道 青野八木山線（南伊豆町青野）

林道 土肥戸田線（沼津市戸田）

林道 大尾大日山線（森町嵯塚）

＜代表的箇所＞＜代表的箇所＞

静岡県森林整備農山漁村整備交付金計画 H22～H26

区分 事業名 当初現況値 最終目標値 最終実績値

林道事業 森林整備事業 0区域 11区域 11区域

事業効果の発現状況事業効果の発現状況



Ｋ

森林整備の実施（間伐等）森林整備の実施（間伐等）

③森林整備事業（造林事業）
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■静岡市葵区諸子沢

●着手前 (間伐前） ●実施後

静岡県森林整備農山漁村整備交付金計画 H22～H26

山地災害を未然防止するとともに、下流の漁場・農業用水施設への土砂の

流入緩和等を目的に水源地域等における森林整備を実施

Ｋ）
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・森林作業道等の整備により木材
安定供給に向けた体制を整備

③森林整備事業（造林事業） 静岡県森林整備農山漁村整備交付金計画 H22～H26

・森林吸収源としての森林整備の
実施により地球温暖化対策に寄与

浜松市天竜区龍山

川根本町文沢

＜代表的箇所＞＜代表的箇所＞

静岡市葵区諸子沢

事業効果の発現状況事業効果の発現状況

区分 事業名 当初現況値 最終目標値 最終実績値

造林事業 森林整備事業 0区域 1区域 1区域

農業用水保全の森づくり事業 0区域 1区域 1区域

漁場保全の森づくり事業 0区域 1区域 1区域

計 0区域 3区域 3区域

事業の実施状況事業の実施状況

・森林作業道12,985ｍを開設

・森林整備1,494haを実施



Ｋ

その他の効果の発現状況その他の効果の発現状況
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その他の効果の発現状況と今後の方針

○治山施設の整備により、対策実施区域において山地災害による死者は発生していな
い。
○林道、森林作業道、治山施設等の整備により、森林の多面的機能の維持増進ととも
に利用間伐が推進され、木材の安定供給に向けた体制の整備が進んだ。

今後の方針今後の方針

○山地災害対策が必要な区域が依然多く存在していることから、今後も治山事業を推
進し、山地災害防止機能の向上、保安林機能の維持、回復及び漁場環境の保全を図っ
ていく。
○森林の多面的機能の維持増進のため、間伐等の適正な森林整備を引き続き推進する。

また、森林整備の基盤となる林道、森林作業道の整備を進めることで、間伐材の搬
出利用を促進し、木材の安定供給に努める。

定量的指標の達成状況定量的指標の達成状況

○目標どおり事業が実施され、山地災害防止機能等の確保、増進が図られた。

山地災害防止機能等が確保、増進された区域の創設 ０地区 → １５９地区


